






Type Departmental Bulletin Paper
Textversionpublisher
Kyoto University
・野上 大作: 6月 22日–27日 ハワイ (アメリカ)
国立天文台ハワイ観測所で観測を実施
・柴田 一成: 6月 22日–29日ブリスベーン (オーストラリア)
2013 AOGS (Asia Oceania Geoscience Symposium)に出席
・高棹 真介: 6月 30日–9月 1日 コロラド州ボールダー (アメリカ)
High Altitude Observatoryに滞在
受入研究者: Dr. Yuhong Fan
研究テーマ:「デルタ型黒点の形成過程の理解」
・柴田 一成: 7月 21日–23日 中れき市 (台湾)
ISSS-11 (The 11th International School/Symposium for Space Simulations)に
出席
・竹重 聡史: 7月 21日–28日 中れき市 (台湾)
ISSS-11 (The 11th International School/Symposium for Space Simulations)に
出席
・一本 潔: 7月 22日–7月 28日 (韓国)
KASI、キョンヒ大学にて、コロナグラフに関する協議・セミナー
・永田 伸一: 8月 4日–8月 11日 (韓国)
キョンヒ大学にて、共同研究
・一本 潔、川手 朋子、阿南 徹: 9月 8日–9月 14日 昆明 (中国)
Solar Polarization Workshop 7に出席
・野上 大作: 10月 23日–27日 Hangzhou(中国)
The 2nd Asian-Paciﬁc Solar Physics Meetingに参加
・萩野 正興: 10月 27日–10月 31日 北京 (中国)
The Helicity Thinkshopにて口頭発表
・野上 大作: 11月 20日–24日 チューリッヒ (スイス)
Swiss-Kyoto Symposium 2013に参加













4. Japan-Peru: The 3rd FMT Data Analysis Workshop
3月 10日–15日 (飛騨天文台)
SOC (K.Shibata, A.Ayumi, R.Kitai)
LOC (S.Ueno, K.Ichimoto, S.Nagata, T.T.Ishii)
5. Mathematical analysis of maghydrodynamical processes in stars
9月 25日–27日 (関西セミナーハウス)
世話人 (柴田一成、磯部洋明)
6. The Seventh Hinode Science Meeting (Hinode-7)
11月 12日–15日 (飛騨・世界生活文化センター、岐阜県高山市)
http://www.kwasan.kyoto-u.ac.jp/hinode-7/
SOC Co-Chair (K. Shibata)
LOC (K. Ichimoto(Chair), S. Nagata, S. Ueno, A. Asai, T. Anan, M. Hagino,
A. Hillier, T. T. Ishii, T. Kawate, K. Nishida, D. Nogami, A. Oi)














人を加えて 242人が参加し、口頭発表とポスター発表の数はそれぞれ 60件と 170件に上






















4. 日本地球惑星科学連合 2013年度連合大会 　
5月 21日 (幕張)宇宙天気セッション
座長 浅井歩
5. IPELS (international workshop on the Interrelationship
between Plasma Experiment in the Laboratory and in the Space)
7月 1日–5日 (白馬)
SOC (K.Shibata)
6. ISSS-11 (11th International School/Symposium for Space Simulations)
7月 21日–28日 (National Central University, Taiwan R.O.C.)
SOC (K.Shibata)
7. AOGS2013
7月 24日–28日 (Brisbane, Australia)
Session ST20 : Sources of Solar Magnetism
: From the Deep Interior to the Upper Atmosphere
SOC (K.Shibata)
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9. Kyoto Mini-Workshop on Dwarf Novae and Related Systems
– New Directions in Time-Series Analysis –
10月 29日–30日 (京都大学)
世話人 (野上 大作)














1. 理学部 将来計画委員会 委員: 柴田 一成 　
2. 理学部 教育委員会 委員: 一本 潔 　
3. 理学部 環境・安全委員会 委員: 野上 大作
4. 理学部 情報・広報委員会 委員: 上野 悟
5. 理学研究科 情報セキュリティー委員会 委員: 一本 潔 　
6. 理学部 Web管理小委員会 委員: 上野 悟
学外
1. 学術会議 物理学委員会 天文学・宇宙物理学分科会 委員 (連携会員): 柴田 一成
2. 日本天文学会 代議員: 柴田 一成
3. 日本天文学会 欧文研究報告 (PASJ)編集委員会 編集委員: 野上 大作、永田 伸一
4. 日本天文学会 天文教育委員会 委員: 石井 貴子
5. 日本天文学会 内地留学奨学金選考委員会 委員: 野上 大作
6. 日本天文学会 天体発見賞選考委員会 委員: 野上 大作
7. 国立天文台 太陽天体プラズマ専門委員会 委員: 一本 潔
8. 国立天文台 野辺山電波ヘリオグラフ コンソーシアム 委員: 一本 潔
9. 国立天文台 研究交流委員会 委員: 上野 悟
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